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地域計画に基づく農地の利用権設定等を農地中間管理事業に一本化
　令和７年４月以降に効力が発生する農地の貸借や売買等を行う場合は、❶農地法に基づく許可を得るか、

❷農地中間管理機構を通す農地中間管理事業を活用するか、どちらかの手続きになります。

① 農地法第3条

②農業経営基盤強化促進法

③ 農地中間管理事業

① 農地法第3条

② 農地中間管理事業

※地域計画に基づく
　利用権設定等を一本化

令和7年３月31日まで 令和7年4月1日以降

　現在の基盤強化法による賃貸借の契約期間の延長や、売買・交換を行いたい場合には、令和６年 12月

下旬までに農業委員会に申し出てください。

地域計画とは
　地域計画は、人と農地の問題を解決することを目的に、地域農業の将来の在り方を明らかにする設計図で、

地域の話し合いを基に、概ね 10年後の目指すべき姿（＝目標地図）を含め、市が作成します。

　農地中間管理事業の活用にあたっては、地域計画の達成に資することが必要となります。

農地中間管理事業とは
　農地中間管理機構は県知事が指定した公的機関であり、新潟県では（公社）新潟県農林公社が指定を受け、

農地中間管理事業を行っています。

　農地中間管理事業とは、農地の所有者（出し手）から、地域計画（目標地図）に位置付けられた耕作者（受

け手）に対して、農地中間管理機構を通して農地の権利移動（貸借・売買等）を行う事業です。

　令和７年４月以降の農地の権利移動手続きの詳細については、次回（令和６年 10 月号）で詳しく

お知らせします。

地域計画に関するお問い合わせ先 農地中間管理事業に関するお問い合わせ先

新潟市役所 農林水産部
農林政策課 担い手育成室　

025-226-1768
公益社団法人新潟県農林公社
農政部 農地中間管理事業課　　

025-285-8442

令和７年４月から農地の利用権設定等は
地域計画に基づく農地中間管理事業の活用が基本となります

農地中間管理事業の活用による地域計画の実現イメージ
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　“相続登記がされていない”など、所有者不明土地が増加しています。

　今後の農地の集積・集約化の妨げになるだけでなく、災害の復旧・復興への支障、さらには不適切な管理

により近隣住民へ被害が及ぶなどの社会問題につながります。

　そうした問題に対応するため、相続登記の義務化等が令和６年４月１日から始まっています。

１　法律・制度の改正点について

（１）相続登記の申請義務化

　 　相続等によって不動産を取得した相続人に対し、取得したことを知った日から３年以内に相続登記の

申請をすることが義務付けられました。

　　施行日の令和６年４月１日よりも前に相続した不動産も義務化の対象となります。

　　正当な理由がなく登記の申請を怠った場合、10万円以下の過料の適用対象となります。

（２）相続人申告登記の創設

　 　相続人申告登記とは、速やかに相続登記を申請することができない場合に、自らが相続人であること

を申告すれば、相続登記の申請義務を果たしたものとみなされる制度です。

　 　相続人申告登記をした後に、不動産を相続する相続人が決まった場合には、遺産分割の日から３年以内に

その名義変更のための登記の申請を行う必要があります。

（３）相続土地国庫帰属制度

　 　令和５年４月 27 日に、相続した土地の所有権を国に帰属させることができる制度が創設されてい

ます。

　　制度の利用には一定の要件があり、手数料や負担金といった費用がかかります。

２　相続が発生したときは
（１）手続きに関する相談（相続人申告登記・相続土地国庫帰属制度を含む）は法務局へ

（２）手続きの代行や相続全般の相談は司法書士・弁護士へ

　 　手続きの代行等を専門家に依頼・相談することもできますが、その場合には相当程度の費用が発生

します。

　 　新潟市では司法書士・弁護士による無料相談を実施していますので、実際に手続きの代行等を依頼する

前にご利用いただけます。

　　 新潟市ホームページ：市民相談 

　　https://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/sodan/shiminsodan/sodan_minji.html

（３）農地を相続したときは農業委員会へ届け出を

　　相続等で農地の権利を取得した方は、農業委員会への届け出が必要です。

　　 様式は農業委員会事務局各区事務所で配布、新潟市のホームページからも

　ダウンロードできます。

　　 新潟市ホームページ：農地法第３条の３の規定による届出 

　　https://info-navi.city.niigata.lg.jp/navi/procInfo.do?procCode=13274&keyWord=0&fromAction=7

相続登記が義務化されました！

① 新潟地方法務局 025-222-1561（自動音声案内）　東区 中央区 江南区 西区 西蒲区

② 新潟地方法務局 新発田支局 0254-24-7101（自動音声案内）　北区

③ 新潟地方法務局 新 津 支 局 0250-22-0501（自動音声案内）　秋葉区 南区
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令和７年４月からの「新潟市農業委員会」の各委員を以下により募集します。

▶業　　務　　　農地に係る許認可

　　　　　　　　農地利用の最適化の推進に係る業務

　　　　　　　　◇ 担い手への農地利用の集積・集約化

　　　　　　　　◇ 遊休農地の発生防止・解消

　　　　　　　　◇ 新規就農者の確保

　　　　　　　　毎月の会議（総会、部会等）及び現地調査等

▶募集人員　　　24人以内（全市合計）  

▶対　　象　　　 農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項、そ

の他の農業委員会の所掌に関する事項に関し、その職務を適切に行うこと

ができる方

▶任　　期　　　令和７年４月１日～令和10年３月31日

▶報　　酬　　　43,000円以内（月額）

▶業　　務　　　担当地区において、農地利用の最適化の推進に係る業務

　　　　　　　　◇ 担い手への農地利用の集積・集約化

　　　　　　　　◇ 遊休農地の発生防止・解消

　　　　　　　　◇ 新規就農者の確保

　　　　　　　　毎月の会議（部会、調査委員会等）及び現地調査等

▶募集人員　　　160人以内

▶対　　象　　　 農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項、そ

の他の農業委員会の所掌に関する事項に関し、その職務を適切に行うこと

ができる方

▶任　　期　　　委嘱の日（令和７年４月初旬）～令和10年３月31日

▶報　　酬　　　40,000円以内（月額）

　　　　　　　　※所定の様式を提出してください。詳しくは募集要項をご覧ください

募 集 期 間　令和６年10月１日（火）～令和６年10月31日（木）

募集要項の入手方法 　募集期間内に新潟市農業委員会事務局各区事務所で配布

　　　　　　　　新潟市のホームページからもダウンロードできます

お問い合せ先 　 農業委員の募集に関すること

　　　　　　　　新潟市農業委員会事務局：（025）382-4964

　　　　　　　　 農地利用最適化推進委員の募集に関すること

　　　　　　　　農業委員会事務局 各区事務所

　　　　　　　　北区事務所：（025）387-1575　中央事務所：（025）382-4964

　　　　　　　　秋葉区事務所：（0250）25-5520　南区事務所：（025）372-6791

　　　　　　　　西区事務所：（025）264-7811　西蒲区事務所：（0256）72-8631

農　業　委　員 ※全市域での募集となります。

農地利用最適化推進委員 ※担当区域ごとの募集となります。

募　集　方　法 団体や個人からの推薦、自らの応募

区域・募集人員
北　　区：25名

中央地区：25名

秋 葉 区：20名

南　　区：30名

西　　区：20名

西 蒲 区：40名

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
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全国農業新聞普及で表彰されました
　新潟市農業委員会は、５月29日に開催された全国農業委員会会長

大会にて、全国農業新聞の普及部数の部 第１位となったため、令和

５年普及拡張特別優秀農業委員会として表彰されました。

　

令
和
６
年
２
月
５

日
、
中
原
市
長
と
農

業
委
員
会
に
よ
る
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、

農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き

「
令
和
６
年
度
農
業

関
係
政
策
等
に
関
す

る
要
望
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
予
算
編
成
の
最
終
局
面
を
迎
え
、

出
席
し
た
委
員
は
、
市
長
や
担
当
者
と
の
意
見
交

換
な
ど
で
、
農
政
を
取
り
巻
く
、
課
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
の
農
業
関
係
政
策
の
定
期
的
な
情

報
提
供
と
継
続
し
て
意
見
交
換
の
機
会
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
、
懇
談
会
を
終
え
ま

し
た
。

◆
令
和
６
年
度
農
業
関
係
政
策
等
に
関
す
る
要
望

○ 

用
排
水
路
の
改
修
・
補
修
工
事
に
対
す
る
支
援

等
に
つ
い
て

○
土
地
改
良
事
業
の
予
算
確
保
に
つ
い
て

○
農
村
集
落
実
態
調
査
に
つ
い
て

○
元
気
な
農
業
応
援
事
業
に
つ
い
て

○ 

農
家
、
農
業
者
の
営
農
継
続
に
向
け
た
施
策
及

び
支
援
の
改
善
、
拡
充
に
つ
い
て

○
肥
料
、
燃
料
等
の
高
騰
に
伴
う
支
援
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
３
月
６
日
に
東
京
都
の
砂
防
会
館
で

第
19
回
女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
及
び
女
性
委
員
の
た
め
の
農
業
者
年
金
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
女
性
委
員
が
参
加
し
て
お
り
、
新

潟
市
農
業
委
員
会
か
ら
は
３
名
の
農
業
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
埼
玉
県
久
喜
市
の
農
業
委
員

か
ら
、「
新
米
農
家
の
視
点
で
取
り
組
む
農
業
の

可
能
性
、
技
術
取
得
、
会
社
立
ち
上
げ
ま
で
」
に

つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
野
県
長
野
市
、
新
潟
県
阿
賀
野
市

の
農
業
委
員
が
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
お
け

る
課
題
や
解
決

方
法
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
今

後
の
活
動
の
参

考
に
な
り
ま
し

た
。

　

西
区
部
会
視
察
研
修
を
１
月
10
日
〜
11
日
に
開

催
し
、（
国
研
）
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研

究
機
構
農
業
機
械
研
究
部
門
（
さ
い
た
ま
市
）
と

東
京
都
豊
洲
市
場
（
江
東
区
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

同
研
究
部
門
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
拡

大
や
農
作
業
の
安
全
性
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
学
び
ま
し
た
。

　

豊
洲
市
場
で
は
、
新
潟
産
青
果
物
の
評
価
や
市

場
の
動
向
に
つ
い
て
、
市
場
関
係
者
と
の
意
見
交

換
を
行
っ
た
ほ
か
、
普
段
見
学
者
が
立
ち
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
エ
リ
ア
を
視
察
し
ま
し
た
。 

　

市
場
関
係
者
か
ら
は
「
新
潟
産
の
取
扱
量
は
多

く
は
な
い
が
、
西
区
特
産
の
エ
ダ
マ
メ
や
ス
イ
カ

は
高
品
質
で
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
」「
も
っ
と
自

慢
の
逸
品
を
豊
洲
に
出
し
て
ほ
し
い
」
と
高
い
評

価
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

　

国
内
屈
指

の
市
場
視
察

の
成
果
を
今

後
の
委
員
会

活
動
に
生
か

し
て
い
き
ま

す
。

市
長
と
意
見
交
換
会

女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加基調講演の様子

委
員
視
察
研
修
報
告

【
西
区
部
会
】

氷詰めで出荷された農産物を視察

全国農業新聞表彰式
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西
蒲
区

南　

区

西　

区

新
ブ
ラ
ン
ド
の
小
玉
ス
イ
カ

「
ル
ビ
ー
ム
ー
ン
」

　

昨
年
デ
ビ
ュ
ー
し
た
小
玉
ス
イ
カ
の
新
品
種

「
N
i
i
g
a
t
a
ル
ビ
ー
ム
ー
ン
」
に
つ
い
て
、

J
A
新
潟
か
が
や
き
新
潟
西
小
玉
す
い
か
部
会
長

の
石
川
茂
さ
ん
（
47
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
令
和
4
年
4
月
に
下
越

南
地
区
の
J
A
合
併
に
合
わ
せ
、
市
場
に
認
め
ら

れ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
、
地
元
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
で
し
た
。

　

食
味
や
実
つ
き
の
よ
さ
な
ど
、
試
行
錯
誤
の
末

に
誕
生
し
た
ル
ビ
ー
ム
ー
ン
。
糖
度
が
高
く
口
に

し
た
瞬
間
甘
さ
が
際
立
ち
、
大
玉
の
よ
う
な
シ
ャ

リ
感
が
魅
力
で
す
。

　

「
娘
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
育
て
た
ル
ビ
ー
ム
ー

ン
を
地
元
新
潟
で
食
べ
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
か
ら
全
国
へ
羽
ば

た
か
せ
た
い
」
と
石
川
さ

ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
流
通
量
が
足
り

ず
「
も
っ
と
欲
し
い
」「
も

う
な
い
の
か
」
と
お
叱
り

を
受
け
る
ほ
ど
の
人
気
で

し
た
。

　

今
年
は
作
付
面
積
も
増

え
た
の
で
、
Ｊ
Ａ
直
売
所

「
い
っ
ぺ
こ
〜
と
」（
西
区

亀
貝
）
な
ど
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

区事務所トピックス

リ
ン
ゴ

高
密
植
新
わ
い
化
栽
培

　

南
区
に
あ
る
農

業
活
性
化
研
究
セ

ン
タ
ー
は
設
立
12

年
目
の
施
設
で
す
。

　

今
回
は
果
樹
ほ

場
を
案
内
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ナ
シ
・
モ
モ
・

ブ
ド
ウ
・
カ
キ
・

イ
チ
ジ
ク
と
い
っ
た
市
内
の
主
要
樹
種
で
新
し
い

栽
培
法
の
展
示
や
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
を
進
ん
で
行
く
な
か
で
、
ひ
と
き
わ
目
を

引
い
た
リ
ン
ゴ
の
「
高
密
植
新
わ
い
化
栽
培
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

新
潟
市
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
リ
ン
ゴ
栽
培

で
す
が
、
高
密
植
の
新
し
い
栽
培
法
を
用
い
る
こ

と
で
早
期
成
園
化
が
可
能
で
、
す
で
に
南
区
で
は

西
洋
ナ
シ
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
後
に
リ
ン
ゴ
の
収

穫
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
「
ふ
じ
」
を
中

心
に
品
種
の
リ
レ
ー
化
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
黄

色
系
も
含
め
た
品
種
の
適
正
評
価
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
試
験
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
成
長
と
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

夏
が
旬
！

「
に
し
か
ん　

な
な
い
ろ
野
菜
」

　

西
蒲
区
で
生
産
さ
れ
て
い
る
「
に
し
か
ん 

な
な

い
ろ
野
菜
」
は
、
色
と
り
ど
り
で
、
大
き
さ
や
形

な
ど
に
特
徴
が
あ
る
珍
し
い
野
菜
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
て
販
売
し
て
い
ま

す
。
西
蒲
区
の
特
色

あ
る
区
づ
く
り
事
業

の
一
環
と
し
て
、
令

和
元
年
か
ら
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

な
な
い
ろ
野
菜
は

年
間
を
通
し
て
30
品

種
ほ
ど
の
野
菜
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て

は
、「
カ
ラ
フ
ル
ミ
ニ

ト
マ
ト
」「
白
な
す
」「
ミ
ニ
き
ゅ
う
り
」「
バ
タ
ー

ナ
ッ
ツ
カ
ボ
チ
ャ
」、
ピ
ー
マ
ン
の
一
種
「
タ
ネ

な
っ
ぴ
ー
」、キ
ャ
ベ
ツ
の
一
種
「
カ
ー
ボ
ロ
ネ
ロ
」

や
「
コ
ー
ル
ラ
ビ
」
等
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。

　

毎
年
7
月
16
日
は
「
な
な
い
ろ
野
菜
の
日
」
と

い
う
こ
と
で
、
西
蒲
区
竹
野
町
に
あ
る
Ｊ
Ａ
新
潟

か
が
や
き
直
売
所
「
越
王
の
里
」
で
は
販
売
フ
ェ

ア
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
な
い
ろ
野
菜
の
夏
の
味
覚
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
な
い
ろ
野
菜
レ
シ
ピ
は

こ
ち
ら
か
ら　
　
　
　
　

なないろ野菜 越王の里

甘さが際立つルビームーン石川部会長
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農地の賃借・売買等は農業委員会で（８～10月各種日程）
◆農地法に基づく申請・届出

月
申請
締切日

届出
締切日

月
申請
締切日

届出
締切日

月
申請
締切日

届出
締切日

8月 7日

5日

9月 4日

4日

10月 8日

4日

15日 13日 16日

26日 25日 25日

◆農業経営基盤強化促進法に基づく申請

総会
申請
締切日

市の
公告日

総会
申請
締切日

市の
公告日

総会
申請
締切日

市の
公告日

8月
7月25日
(6月25日)

9月13日 9月
8月23日

（7月25日）
10月15日 10月

9月25日
（8月23日）

11月15日

※（　）内は、中間管理機構を通す申請における締切日です。

※ただし、田の賃貸借の申出受付については、年８回（８、９、10、11、12、１、２、３月）となります。

農地の利用状況調査（農地パトロール）を実施しています
　農地法の規定に基づき、農地の有効かつ効率的な利用の促進のため、毎年市内全域の農地を対象とし

て、利用状況調査を実施しています。遊休農地※を確認した場合は、その農地の所有者や耕作者に対して、

農地を適正に管理するよう指導を行います。下記のとおり農地の利用状況調査を実施しています。各農

地へ立ち入ることやお話を伺うこともありますので、ご理解とご協力をお願いします。

１．調査対象：新潟市全域

２．調査期間：令和６年６月～10月まで

３． 調査方法：農業委員等が農地を見回り、遊休化してい

るか否かの調査を実施します

※遊休農地とは？　・１年以上にわたって耕作されておらず、今後も耕作されないと見込まれる農地

　　　　　　　　　・周辺の農地と比べて著しく低利用となっている農地

老後の安心は
国民年金＋農業者年金で！
【加入資格】

・60歳未満※　・国民年金第１号被保険者

・農業に年間60日以上従事している方

※ 令和４年５月から60～65歳の方は、一定の要件を満
たせば加入できます。

　 詳細はお近くのJA・農業委員会事務局各区

　事務所または下記HPへ

　https://www.nounen.go.jp

全国農業新聞を
購読しませんか？

★農家の経営と暮らしに役立つ情報誌　

★毎週金曜日発行

★購読料１カ月700円

★どこでも読める電子版も配信中

★購読の申し込み先

　 お近くの農業委員・農地利用最適化推進委員、

農業委員会事務局各区事務所まで
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【
現
在
の
経
営
状
況
】

●
切
り
花
（
ユ
リ
）　
　
　

70
ａ

・
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
各
市
場
に
出
荷

・
６
棟
の
ハ
ウ
ス
で
25
品
種
の
ユ
リ
を
栽
培

・
年
間
の
出
荷
数　
　
　
　

7
万
本

●
水
稲　
　
　
　
　
　
　
　

３
ha

【
就
農
の
き
っ
か
け
】

　

独
身
の
頃
、
球
根
業
者
に
勤
務
し
て
い
て
、
柏
木
家
は
取
引
先
の
お
得
意
さ
ま

で
し
た
。
ユ
リ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
出
荷
す
る
ま
で
、
わ
が
子
の
よ
う
に
愛
情
を

も
っ
て
育
て
、
熱
意
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
柏
木
文
男
氏
の
姿
に
感
動
し
、
い
つ

か
自
分
が
育
て
た
花
で
、
誰
か
の
心
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
花
づ
く
り
が

し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
会
社
を
退
職
し
、
娘
さ
ん
と
結
婚
し
柏
木
家
に

婿
に
入
り
、
平
成
9
年
か
ら
花
農
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。
現
在
は
妻
と
義
父
、
義
母

の
4
人
で
花
農
家
を
営
ん
で
い
ま
す
。

【
循
環
型
農
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
】

　

ユ
リ
の
出
荷
は
3
月
の
お
彼
岸
か
ら
7
月
上
旬
ま
で
と
、
秋
の
お
彼
岸
か
ら
年

末
ま
で
で
、
7
月
か
ら
8
月
に
は
植
え
込
み
を
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
土
づ
く
り
に
苦
労
し
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
を
試
し
て
き
ま
し
た
。

田
に
水
を
張
っ
て
水
稲
と
同
じ
よ
う
に
試
し
ま
し
た
が
、
雑
草
が
繁
殖
し
、
除
草

の
た
め
の
人
出
が
必
要
に
な
る
な
ど
試
行
錯
誤
の
結
果
、
今
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

太
陽
熱
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
夏
場
は
日
中
50
℃
以
上
に
な
る
た
め
、
病
原
菌

や
雑
草
が
抑
制
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
非
常
に
効
率
的
に
管
理
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ウ
ス
栽
培
は
連
作
の
た
め
土
壌
消
毒
が
一
番
重
要
な
役
目
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

花
の
出
荷
を
終
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
米
ぬ
か
と
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を
土
壌
と

混
和
さ
せ
、
耕
起
し
水
を
加
え
太
陽
熱
を
利
用
し
て
、
30
℃
以
上
の
温
度
を
保
つ

こ
と
で
土
壌
中
の
微
生
物
の
活
動
を
促
し
、
土
壌
を
還
元
状
態
に
し
て
病
原
菌
の

密
度
を
下
げ
る
土
壌
還
元
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
は
抜
群
で
、
窒
素

吸
収
量
が
増
加
し
、
生
育
も
一
段
と
増
し
た
こ
と
で
出
荷
量
も
伸
び
て
い
ま
す
。

　

施
肥
で
は
、
化
学
肥
料
に
加
え
廃
棄
物
な
ど
を
有
機
資
源
化
し
て
活
用
す
る
な

ど
、
農
薬
の
使
用
量
を
抑
え
る
循
環
型
農
業
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

「
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』、
持
続
可
能
な
消
費
と
生
産
、
よ
り

少
な
い
も
の
で
よ
り
多
く
、
よ
り
良
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
生
産
性
や
収
益
性
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
花
へ
の
思
い
】

　

ユ
リ
の
花
と
い
え
ば
慶
弔
に
使
わ
れ
る
代
表
的
な
花
の
一
つ
で
、
そ
の
大
き
さ

や
形
が
他
の
花
を
引
き
立
て
て
く
れ
る
役
目
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
か
の
幸
せ
な
時
間
に
寄
り
添
え
た
り
、
人
の
悲
し
み
が
少
し
で
も
癒
さ
れ
、

そ
ば
に
寄
り
添
い
笑
顔
に
な
れ
た
ら
と
思
い
作
業
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
心

に
残
り
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
花
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
目
標
】

　

令
和
5
年
か
ら
新
津
・
白
根
の
切
花
農
協
出
荷
セ
ン
タ
ー
が
合
併
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
花
農
家
の
交
流
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
元
を
問
わ
ず
、
花
農
家
を
目
指
す
新
規
就
農
者
や
、
地
域
の
特
産

品
や
切
り
花
を
続
け
て
く
れ
る
後
継
者
を
育
成
し
、
一
緒
に
販
売
計
画
や
イ
ベ
ン

ト
の
計
画
を
考
え
る
な
ど
農
業
の
未
来
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い

で
す
。

地
域
で
頑
張
る
農
業
人
を
紹
介

柏
木　
　

宏
さ
ん (

51)

【おくやみ】

　農地利用最適化推進委員として本市の農業振興にご尽力されました媚山 政治さん(中央事務所)が

2月5日にご逝去されました。

　ここに深く哀悼の意を表すとともに、ご冥福をお祈り申し上げます。

オリエンタルユリ（白　八重咲）
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